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社会システム企業を目指して
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国民医療費 38.5兆円の背景

高齢者の医療費は
現役世代の負担が支えています

高齢化…長生きはうれしいけれど、体の不調も
世界保健機関（WHO）が発表した2014年版「世界保健統計」による
と、2012年の日本人の男女合わせた平均寿命は、84歳で前年に続き
世界最長でした。

生活習慣の変化…無理していませんか？
生活習慣病は、ある日突然発症するのではありません。若いころから不
適切な食事や運動不足、睡眠不足、喫煙、飲酒などの生活習慣やストレ
スを長年にわたって積み重ねた結果、発症することがわかってきています。

解  説 出典：健康保険組合連合会

従業員（被保険者）の保険料は、本人や家族の医療費給付な

どのほかに、高齢者医療制度を支えるためにも支出されて

います。2008年度にスタートした、原則75歳以上の「後期

高齢者医療制度」、65歳以上75歳未満の「前期高齢者医

療制度」の負担が、現役世代の家計収入を圧迫しています。

社員一人あたりの年間保険料の推移
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〈従業員一人あたりの負担〉
7年間で約8万3千円（21.6%）増加！

平均保険料率は 8.861％ に

いきいきと健康で暮らせる社会へ
ヘルスケアとICT

日
本
は
世
界
に
先
駆
け
て
少
子
高
齢
化
を
迎
え
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
に
は
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
比
率
が

30
%
を
超
え
る
と
の
推
計
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
や
国
民
医
療
費
は
38・５
兆
円
と

国
民
一
人
あ
た
り
30
万
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

政
府
や
自
治
体
は
健
康
寿
命
を
の
ば
す
取
り
組
み
を
始
め
て
お
り

企
業
に
お
い
て
も
健
康
保
険
組
合
と
共
同
で

従
業
員
の
健
康
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
従
業
員
の
健
康
が「
企
業
価
値
」を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
時
代

I
C
T
の
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

1980年代、米国の経営心理学者ロバート・

ローゼン氏はその著書「ザ・ヘルシーカンパ

ニー」の中で、「健康経営」を提唱しました。「健

康な従業員こそが、活力ある組織を維持し収

益性の高い会社をつくる」という考え方です。
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こ
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年
度
か
ら
本
格
導
入
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デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」

な
く
企
業
自
身
に
も
従
業
員
の
健
康
を
守
る

た
め
の
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

特
定
健
診
は
多
く
の
健
保
組
合
に
お
い
て

定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、２
０
１
５
年
度
か

ら
は
健
保
組
合
や
企
業
に
お
い
て
、新
た
な
保

健
事
業「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」の
導
入
が
本

格
的
に
始
ま
り
ま
す
。

　
「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」と
は
、２
０
１
３
年

６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た「
日
本
再
興
戦
略
」

を
踏
ま
え
た
も
の
で
、「
効
果
的
な
予
防
サ
ー

ビ
ス
や
健
康
管
理
の
充
実
に
よ
り
、健
や
か
に

生
活
し
、老
い
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
」の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
で
す
。今
年
度
、す
で

に
一
部
で
試
行
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

健
保
組
合
や
企
業
に
は
、保
有
す
る
レ
セ
プ

ト（
診
療
報
酬
明
細
書
）や
健
康
診
断
の
デ
ー

※2

※1　平成26年版高齢社会白書
※2　「平成23年度 国民医療費の概況」（2013年11月14日  厚生労働省発表）

　

２
０
０
８
年
度
か
ら
始
ま
っ
た「
特
定
健
康

診
査（
特
定
健
診
）」に
よ
り
、「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」と
い
う
言
葉
が
一
般
に
定
着
し

ま
し
た
。こ
れ
は
、と
り
わ
け
肥
満
症
が
生
活

習
慣
病（
糖
尿
病
や
高
血
圧
）の
要
因
と
な
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
に
着
目
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
保
険
組
合（
健
保
組
合
）に
は
、40
歳

以
上
に
特
定
健
診
の
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
、35
歳
前
後
か
ら
受
診
を
勧
め
る
健

保
組
合
も
あ
り
ま
す
。リ
ス
ク
が
高
い
場
合
に

は「
特
定
保
健
指
導
」を
活
用
し
た
生
活
習

慣
改
善
、と
り
わ
け
食
事
の
内
容
や
運
動
習

慣
の
指
導
に
よ
り
、重
症
化
リ
ス
ク
を
未
然
に

防
ぐ
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
パ
ー

ソ
ナ
ル
ケ
ア
の
実
現
に
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、健
保
組
合
だ
け
で

企
業
に
求
め
ら
れ
る

健
康
を
守
る
環
境
整
備

※
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の
交
流
も
図
り
ま
し
た
。（
図
１
参
照
）

　
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
や
健
康
管
理

を
行
う
ヘ
ル
ス
ケ
ア
は
、世
代
や
性
別
、さ
ら
に

は
地
域
を
超
え
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
貢
献
で
き
る
分

野
だ
と
イ
ン
テ
ッ
ク
は
考
え
て
い
ま
す
。幅
広

い
利
用
者
が
、自
ら
の
健
康
状
態
を
継
続
的
に

把
握
し
、必
要
に
応
じ
て
適
切
な
専
門
家
の

指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
仕
組
み

を
イ
ン
テ
ッ
ク
は
ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
て
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、よ
り
き
め
の
細
か
い
パ
ー
ソ
ナ
ル
ケ
ア

の
実
現
に
向
け
て
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を

活
用
し
た
ヘ
ル
ス
チ
ェッ
ク
機
能
な
ど
の
提
供

も
予
定
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、さ
ま
ざ
ま
な

産
業
分
野
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
価
値
の

創
出
や
、国・自
治
体
と
も
連
携
し
た
包
括
的

な
支
援
体
制
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
予
定
で
す
。

社
会
シ
ス
テ
ム
企
業
と
し
て

12
年
余
り（
86・30
↓
73・62
）と
な
っ
て
お
り
、

老
後
に
10
年
近
く
の
年
数
、何
ら
か
の
生
活

上
の
制
限
が
あ
り
、介
護
が
必
要
な
こ
と
に
な

り
ま
す
。福
祉
関
連
予
算
の
上
昇
に
も
つ
な

が
る
た
め
、地
方
自
治
体
で
も
健
康
増
進
計

画
な
ど
を
策
定
し
て
、生
活
習
慣
病
予
防
に

重
点
的
に
取
り
組
み
始
め
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
テ
ッ
ク
も
、富
山
市
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
日

経
Ｂ
Ｐ
社
や
富
山
市
角
川
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

ほ
か
と
共
同
で
、「
い
き
い
き
シ
ニ
ア
倍
増
計
画

i
n
と
や
ま
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
な

ど
、I
C
T
を
活
用
し
て
高
齢
者
や
そ
の
予

備
群
が
健
康
を
維
持
・
増
進
す
る
た
め
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
最
新
の
ロ
コ
モ
予
防
に
関
す
る
運
動
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、血
圧
計
・
活
動

量
計
と
イ
ン
テ
ッ
ク
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
連
携
し
て
日
々
の
健
康
情
報
を
蓄

積
、パ
ー
ソ
ナ
ル
ケ
ア
の
充
実
に
役
立
て
ま
し

た
。ま
た
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
世
代
間

タ
を
活
用
し
た
、従
業
員・加
入
者
の
健
康
づ

く
り
や
病
気
予
防
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

健
診
結
果
や
レ
セ
プ
ト
情
報
の
電
子
化
は

す
で
に
進
展
し
て
い
ま
す
が
、今
後
、こ
れ
ら

の
デ
ー
タ
を
分
析
し
、従
業
員
一
人
ひ
と
り
に

合
わ
せ
た
情
報
提
供
を
行
っ
た
り
、健
康
リ
ス

ク
の
高
い
従
業
員
へ
集
中
的
な
改
善
ア
プ
ロ
ー

チ
を
実
施
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。例
え
ば
、「
携
帯
電
話
で
運
動
や
食
事

内
容
の
情
報
を
送
り
、栄
養
士
か
ら
適
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
」、ま
た
、「
日
々
の
血

圧
や
体
重
な
ど
の
デ
ー
タ
を
記
録
、蓄
積
し
、

従
業
員
が
自
ら
の
健
康
管
理
に
役
立
て
る
」

な
ど
の
実
現
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
大
き
な
役
割
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
８
月
、厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た「
厚

生
労
働
白
書
」に
お
い
て
、増
え
続
け
る
高
齢

者
の
医
療
や
介
護
の
費
用
を
抑
え
る
た
め
に

は
、健
康
で
日
常
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る「
健
康
寿
命
」を
の
ば
す
こ
と
が
重
要
だ
と

し
て
い
ま
す
。

　
「
平
均
寿
命
」と「
健
康
寿
命
」の
差
は
、健

康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
て
い

る
期
間
を
意
味
し
ま
す
。そ
の
差
は
、男
性
で

9
年
余
り（
79
・
55
歳
↓
70
・
42
歳
）、女
性
で

図1：総務省委託事業「いきいきシニア倍増計画 in とやま」

いきいきシニア倍増計画 in とやま

富山市角川介護予防センター まちあるきイベント

※3　平均寿命は、厚生労働者「平成22年完全生命表」、　健康寿命は、厚生労働科学研究費補助金「健康寿命における将来予測と生活習慣病対策の費用対効果に関する研究」より
※4　ロコモティブシンドローム（略称ロコモ）。関節、骨、筋肉などの運動器障害で歩行や日常生活が困難になり、要介護になったり、要介護になる危険性の高い状態のこと

一人ひとりが元気に働き続けるために、
健康は資本です

解  説

超高齢社会では、労働人口確保に関する課題が大きくなり

ます。改正された「高年齢者等の雇用の安定等に関する法

律」にもあるように、これからの現役世代は、段階的に就業

年数が引き上げられます。60歳以上も、元気に働くことを前

提に、自分自身で健康を維持する必要があります。
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国立社会保障・人口問題研究所　日本の将来推計人口（平成24年1月推計）
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○
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富山市角川介護予防センター

健康支援サービス→利用IDの発行

• 血圧・体重測定
• デジタル活動量計貸し出し

新・介護予防プログラムの実施

健康データ
チェック場所

市役所・中心商店街など

健
康
寿
命
を
の
ば
す

自
治
体
の
取
り
組
み
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斉藤 大作 氏

国・地方ともに厳しい財政状況の中において、富山市は、将来に向けて持続可能な都市であり続けるため、薄く
広く郊外に拡散した住宅・人・都市の諸機能を、拠点に集中させることが必要と考え、「公共交通を軸とした拠点
集中型のコンパクトなまちづくり」を推進しています。これまでにも、行政として高齢者の外出機会を増やす等
の各種施策に取り組んできましたが、今回、民間企業とのコラボレーションにより、総務省の実証実験にも取り
組ませていただきました。今後もICTを活用した行政サービスの拡充を検討していきたいと考えています。富山市　政策監

歩いて暮らせるまちづくり

高齢者参加イベント実施
• ロコモ予防エクササイズイベント
• まちあるきイベント

活動量
データ

活動量
データ

デジタル
活動量計

健康増進支援の ICT 社会参加誘導の ICT

健康を長く維持し、自律的に暮らせる社会の実現

健康生活の記録
活動結果の表示
参加者相互連携

インテックの健康支援サービス
Medi Pack/Wellness
ニックネームによる匿名健康管理の実施

健康データ
蓄積基盤

（活動量・血圧・体重）

日々の記録を蓄積

Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤

　活動量に応じて各地を巡るゲーム

※
３

健康データ
チェック場所

ト
活動量計をかざしてデータ登録

ヘルスケアとICT

社会システム企業を目指して

生きがいのある活動と、高齢者の社会参加実現


